
石垣番号 m095 1地 区 名 1     小松山城跡 曲輪名十       二の丸
石垣部位

一子
石 垣 位 置 骸 当石垣は円内中心部に在する)

lヤ

   ｀

会

識i渾砲倫,―  ヽ

角の形状

右 lkm o96ヘ

左 1出角

石垣延長 天端 2340    下端 3.14

石垣高さ
左 8.08      右 489
最高 8.08  最高点位置 左

石垣勾配
左 040      右 0.30

最高地点 040

地盤状況 土・斜面・岩(左端)

石材種別 割石

石積工法 打込ハギ・乱積

石垣現状 ズレ。ハラミ

構築年代 Ⅲ期

危 険度 A

特記事項 石の右端全体がズレ、落石の危瞼性ある石数個。樹木の根付近ハラミ、ズレ。下急斜面につき崩落時は大規模崩
壊の恐れ。算木積 (低)。 露岩上に築造。

破損の要因と破損状況
図

・石垣天端の樹木の影響など
により、ズレがみられる。

どな
れ
合
ら
整
み
不
が
の
ミ
面
ラ
石
ハ
築

ヽ

と
り
盤
よ

。

岩
に
る

左変曲点 右変曲点
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石垣番号 km 096 1地 区名 1     小松山城跡 曲輪名十        二の丸
石垣部位 郭 石 垣 位 置 骸 当石垣は円内中心部に在する)

角の形状

右 1入角・折れ

左 lkm95ヘ

石垣延長 天端 18.60    下端 17.70

石垣高さ
左 489        右 548
最高 548  最高点位置 右

石垣勾配
左 0.30           右 0.35

最高地点 0.35

地盤状況 土・岩・斜面 。一部岩(左端)

石材種別 割石

石積工法 打込ハギ・乱積

石垣現状 ズレ・ハラミ

構築年代 Ш期

危 険度 A

特記事項 km95との間ズレ、崩壊の危険性。下急斜面につき崩落時は大規模崩壊の恐れ。露岩上に築造。

破損の要因と破損状況
図

生司賄
′ヽラミ、

鰺 ,

解
〕

・石垣天端の樹木の影響など
により、ハラミがみられ
る。

・石垣面の樹木の影響などに
より、ズレ、ハラミがみら
れる。

左変曲点 右変曲点
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石垣番号 h097 1地 区 名 1     小松山城跡 曲輪 名 |        二の丸
石垣部位

古
子 石 垣 位 置 骸 当石垣は円内中′b部に在する)

角の形状

右 1入角

左 1出角

石垣延長 天端 3420    下端 33.80

石垣高さ
左 548      右 1.20
最高 966  最高点位置 右 141

石垣勾配
左 035            右 025

最高地点 040

地盤状況 土・斜面

石材種別 割石

石積工法 打込ハギ・舌し積

石垣現状 ズレ・ハラミ

構築年代 Ⅲ期

危 険 度 B

特記事項 石垣面に多くの木 (モ ミジ)が生える (約 15本)がそれなりに現状は安定。将来的に樹木の多さから崩落の危
険性あり。

破損の要因と破損状況
図

コ k2瑾

錠 はP

tズレ、tヽラミ

Oml

・石垣面の樹木の影響などに
より、ズレ、アヽラミがみら
れる。

左変曲点 右変曲点
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石垣番号 k‐ll1 098 1地 区 名 1      小松山城跡 曲輪名十        二の丸
石垣部位 石 lB位置 骸 当石垣は円内中心部に在す る)

角の形状

右 |す り付け・km_099ヘ

左 1入角

石垣延長 天端 1300        下端 1300

石垣高さ
左 1.20           右 060

最高 195  最高点位置 左 2.20

石垣勾配
左 025           右 020

最高地点 040

地盤状況 土・斜面・岩かもしれない。土で見えない

石材種別 割石

石積工法 打込ハギ・乱積野面に近い

石垣現状 部分崩壊・ハラミ

構築年代 Ⅲ期

危 険 度 B さざぶ
くヽさささ|ヽ 卜ヽふヽふヽ∫く

｀
く
＼さぐゞ冶お篤鯛丑蒻

“

コ避講零事事嘉==」

特記事項 樹木の根付近ハラミ出し。

破損の要因と破損状況

にあ必β介4甕役凝 つ

・石垣天端の樹木の影響など
により、ハラミ、部分崩壊
がみられる。

・石垣面の樹木の影響などに
より、 ハラミがみられる。

左変曲点 右変曲点
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石垣番号 kla1 099 1地 区 名 1     小松山城跡 曲輪名十        二の丸
石垣部位 石 垣 位 置 (該 当石垣は円内中′さ部に在する)

角の形状

右 1出角

左 |す り付け・km o98

石垣延長 天端 12.25        下端  13.95

石垣高さ
左 0,60      右 438
最高 438  最高点位置 右

石垣勾配
左 020           右 0.55

最高地点 055

地盤状況 土・斜面

石材種別 割石

＼`、、

一

´

―

  c  ゴ

0 5 “ 紗ぶヽ

石積工法 打込ハギ・乱積

石垣現状 ズ レ

構築年代 Ⅱ期

危 険 度 B

特記事項 崩落の危険なし。樹木の根によってズレ出し。算木積 (高 )。 ソリあり。

破損の要因と破損状況
略

・石垣面の樹木の影響などに
より、ズレがみられる。

左変曲点 右変曲点
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石 垣 位 置 G亥 当石垣は円内中心部に在する)

崩落の危険なし。天端に樹木 1本あり (今のところ影響軽微)。 台石を敷く。ソリあり。

天端 1660        下端  18.30

左 438      右 1.56
438  最高点位置 左
左 055           右 0.15

打込ハギ・乱積

小ハラミ

く森も ,

藍爵礁竜等

た どπ

破損の要因と破損状況

・施工法等構造上の問題など
により、 小ハラミがみらn
る。

左変曲点 右変曲点
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石 垣 位 置 (F亥 当石垣は円内中′b部に在する)

隅角付近の樹木将来的に崩落の危険あり。

略 図

凝糀萄弦ク呼
醗
至a婉

牛Z,1をカウど殆氏ヽく,

と、守午a売ぷ魏う彰
て

、とt弐牽r tra己 ゛

出角 。目が通る

天端 775          下端 775

最高 156  最高点位置 左

最高地点 015

打込ハギ・乱積

ハラミ・ズレ

破損の要因と破損状況

・施工法等構造上の問題など
により、ズレ、ハラミがみ
られる。

左変曲点 右変曲点
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石垣番号 面 102 1地 区名 1     小松山城跡 曲輪名十        二の丸
石垣部位

一早
石 垣 位 置 骸 当石垣は円内中心部に在する)

♪ゝ中う)

角の形状

右 1出角

左 1入角

石垣延長 天端 1420 下端 1435

石垣高さ
左 0.30           右 2.35

最高 3,99  最高点位置 左 3.50

石垣勾配
左 0.00           右 0.25

最高地点 040

地盤状況 土・斜面

石材種別 割石

石積工法 打込ハギ・乱積

石垣現状 小ハラミ

構築年代 Ⅲ期

危 険度 C

特記事項 崩落の危険なし。樹木があるが、 1本のみ、天端のため大きな影響は少ないと思われる。角部に板石状の大石を
長短交互に使う。算木積 (低 )

破損の要因と破損状況
図

額移彬之

約喩レリ

λつ準

丁(ラ ミ

・施正法等構造上の問題など
により、小ハラミがみられ
る。

左変曲点 右変曲点
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石垣番号 km 103 1地 区 名 1     小松山城跡 曲輪名十        二の丸
石垣部位 石 lH位置 (該当石垣は円内中心部に在する)

きく ,―一一一一
~――_

角の形状

右 1出角・出丸角

左 1出角

石垣延長 天端 下端

石垣高さ
左 2.20           右 1.50

最高 2.20  最高点位置 左

石垣勾配
左 0,05           右 0.20

最高地点 0,05

地盤状況 土・平坦面

石材種別 割石

石積工法 打込ハギ・乱積

石垣現状 ヌケ(一石 )

構築年代 Ⅲ期

危 険 度 C

特記事項 崩落の危険なし。隅角部に板石状の大石を長短交互に使う。算木積(低 )。 曲面を持つ

破損の要因と破損状況
図

勇 ち

縄 )
0疫a

ηy゛多

・施工法等構造上の問題など
により、ヌケがみられる。

全景写真 1
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石垣番号 kln 104 1地 区 名 1     小松山城跡 曲輪 名 二の丸

石垣部位

角の形状

右 |す り付け。消滅

左 1出角・出丸角

石垣延長 天端 5,30     下端 535

石垣高さ
左 1.50           右 0.15

最高 1.50  最高点位置 左

石垣勾配
左 0.20           右 0.00

最高地点 0.20

地盤状況 土・平坦面

石材種別 割石

石積工法 打込ハギ・乱積

石垣現状 良好・欠落(天端)

構築年代 Ⅲ期

危 険 度 C

特記事項 崩落の危険なし。

破損∝要因と破損状況
略 図

=斗
姫鍼

・石垣天端の樹木の影響など
により、カケがみられる。

全景写真 1
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石垣番号 kn1 105 1地 区 名 1     小松山城跡 曲輪 名十        二の丸
石垣部位 (該 当石垣は円内中心部に在する)石垣位置

角の形状

右 1岩に当たる

左 消滅

石垣延長 天端 下端

石垣高さ
左 010            右 0.60

最高 135  最高点位置 右 0.30

石垣勾配
左 0.00           右 005

最高地点 0.15

地盤状況 土

石材種別 割石

石積工法 打込ハギ・乱積

石垣現状 良好・ズレ

構築年代 Ⅲ期

危 険度 C

特記事項 崩落の危険なし。

破損の要因と破損状況
図

・施工法等構造上の問題など
により、ズレがみられる。

全景写真 1
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石垣番号 m106 1地 区名 1     小松山城跡 曲輪 名十        二の丸
石垣部位 石垣位置 G亥当石垣は円内中心部に在する)

道き、ミ

ぷ
ヽ角の形1犬

右 1上部h107ヘ

左1岩に当たる下部入角でkm_109に 当たる

石垣延長 天端 380         下端 3.80

耳パ

え

石垣高さ
左 0.60           右 1.20 tゝ中

め
、
ｍ

最高 1.20  最高点位置 右

石垣勾配
左 0.05           右 0.25

最高地点 0.25

ぎ 役 渉
・・・

地盤状況 岩

石材種別 割石

石積工法 打込ハギ・乱積

石垣現状 良好

構築年代 Ⅲ期

危 険 度 C

特記事項 崩落の危険なし。露岩上に築造。

破損の要因と破損状況
図

全景写真 1
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石垣番号 LF1 107 1地 区 名 1     小松山城跡 曲 輪 名 二の丸

石垣部位

天端 140     下端 1.55

石 垣 位 置 骸 当石垣は円内中心部に在する)

角の形状

石垣延長

石垣高さ
左 060           右 0.80

最高 080  最高点位置 右
左 0.30           右 0.15

i高地点 0.15

土 。平坦面

割石

石垣勾配

地盤状況

石材種別

石積工法 打込ハギ。舌L積 %を蒸ぶ薫諷
―
ミ氏

石垣現状 欠落(天端)
家    鞘ミヽミ鈴ヽれ,

構築年代 Ⅲ期

危 険 度 C

特記事項 崩落の危険なし。

破損の要因と破損状況
略 図

・施工法等構造上の問題など
により、ワレがみられる。

全景写真 1
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石垣番号 km 108 1地 区 名 1      小松山城跡 曲輪 名十        二の丸
石垣部位 (該 当石垣は円内中心部に在する )石垣位置

角の形状

右 1出角

左 1入角

石垣延長 天端 180     下端 195

石垣高さ
左 080            右 1.05

最高 1.05  最高点位置 右

石垣勾配
左 右

最高地点 0.10

地盤状況 土・平坦面

石材種別 割石

石積工法 打込ハギ・乱積

石垣現状 ズレ・欠落(天端)

構築年代 Ⅲ期

危 険度 C

特記事項 崩落の危険なし。算木積 (高 )

破損の要因と破損状況
図

施工法等構造上の問題など
により、ズレ、カケがみら
れる。

全景写真 1
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石垣番号 km 109 1地 区 名 1     小松山城跡 曲輪名十        二の丸
石垣部位 石 垣 位 置 (;亥当石垣は円内中′b部に在する)

角の形状

右 1出角

左 1入角

石垣延長 天端 2.50          下端 255

石垣高さ
左 1.60      右 240
最高 2.40  最高点位置 右

石垣勾配
左 0.20           右 0.15

最高地点 015

地盤状況 土・平坦面

石材種別 割石

石積工法 打込ハギ・乱積

石垣現状 良好・天端石の欠落

構築年代 Ⅲ期

危 険度 C

特記事項 崩落の危険なし。算木積 (高 )

破損の要因と破損状況
田各

獅 |

・施工法等構造上の問題など
により、カケがみられる。

全景写真 1
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石垣番号 km l10 1地 区 名 1     小松山城跡 曲輪名十        二の丸
石垣部位 石 lH位置 (該 当石垣は円内中心部に在する)

角の形状

右 kH1 111ン
｀
＼

左 1出角

石垣延長 天端 1.60         下端 1,80

石垣高さ
左 240      右 210
最高 240  最高点位置 左

石垣勾配
左 0.20            右 0.20

最高地点 0.20

地盤状況 土・斜面

石材種別 害」石

石積工法 打込ハギ・乱積

石垣現状 良好

構築年代 Ⅲ期

危 険度 C

特記事項 崩落の危険なし。一石使いの算木積 (高 )あ り。

破損の要因と破損状況
図

全景写真 1
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石垣番号 ba lll l地 区 名 1     小松山城跡 曲輪 名十        二の丸
石垣部位

吉
子 石 垣 位 置 骸 当石垣は円内中′滞 悟に在する)

ザ

角の形状

右 1入角

左 lkm l10ヘ

石垣延長 天端 430     下端 430 ゝ aゝv i

石垣高さ
左 3.14           右 2.30 m‖

(添

諷 キ‰へ捨

最高 330  最高点位置 左 0.80

石垣勾配
左 020            右 0.40

最高地点 0.20

地盤状況 土 。斜面

石材種別 割石

石積工法 打込ハギ。舌L積

石垣現状 小ハラミ。天端石の欠落 ヾ ＼`＼∴i3
ヽ＼よ＼ぺ ″

構築年代 Ⅲ期

危 険度 C

特記事項 崩落の危険なし。

破損の要因と破損状況
図

79ヶ っゥたXlヽべ

・施工法等構造上の問題など
により、小ハラミ、カケが
みられる。

全景写真 1 全景写真 2
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石垣番号 km l12 1地 区名 1     小松山城跡 曲 輪 名 1       本丸上の段

石垣部位
古
子 石 垣 位 置 (該 当石垣は円内中心部に在する)

角の形状

右 1岩に当たる

左 1岩に当たる

石垣延長 天端 8.30         下端 8.60

石垣高さ
左 2.73           右 278

最高 323  最高点位置 左 240

石垣勾配
左 050           右 045

最高地点 0.35

地盤状況 十・平坦面

石材種別 割石

石積工法 打込ハギ・舌L積

石垣現状 ズ レ

構築年代 Ⅲ期

危 険度 B

特記事項 崩落の危険なし。しかし将来的に樹木の枯れによて崩落の危険あり。緩い曲面を持つ。

破損の要因と破損状況
図

t予ぼ†た

墜 ‐ _生 止 J二 や・

・石垣面の樹木の影響などに
より、ズレがみられる。

左変曲点 右変曲点
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本丸上の段

曲面が特徴的。ソリあり。

略 図

峯

】Ｖヽ抑蜘

石 垣 位 置 (該 当石垣は円内中′さ部に在する)

すり付け

天端 14.90        下端 19,70

左 0.15            右 7.65

左 0.00           右 0.35

打込ハギ・乱積

破損の要因と破損状況

ど
れ
な
ら
題
み
問
が
の
ミ
ヽ

上
ラ
造
ハ
構
小
等

ヽ

法
り
工
よ

。

施
に
る

左変曲点 右変曲点
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本丸下の段

石 垣 位 置 骸 当石垣は円内中′騨 [に在する)

安定している。

すり付け

天端 1320        下端  12.20

3.50  最高点位置 左
左 0.15           右 0.15

打込ハギ。者L積

良好・ズレ。ヌケ(1石 )

o   1   2   3   4  5m

破損の要因と破損状況

・施工法等構造上の問題など
により、ズレ、ヌケがみら
れる。

左変曲点 右変曲点
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石垣番号 km l15 1地 区 名 1      小松山城跡 曲 輪 名 1       本丸下の段
石垣部位 石 垣 位 置 (言亥当石垣は円内中心部に在する)

角の形状

右 1入角

左 1出角

石垣延長 天端 2750         下端 2850

石垣高さ
左 606           右 339

最高 606  最高点位置 左

石垣勾配
左 0.20           右 027

最高地点 0.20

地盤状況 平坦面

石材種別 割石・野面石

石積工法 野面積・乱積・打込ハギ・乱積

石垣現状 ハラミ・ズレ・ヌケ

構築年代 Ш期

危 険度 C くくミくヽべ琴＼ヾ洋く＼＼と申峯‐裂井華基峯彗を

特記事項 崩落の危険なし。

破損の要因と破損状況
図

聘
う
とtp工ず隔ヽ 鴇 整角 1、料、炊什彦〔

ヂ
皆
フ

な

ハ
題

ヽ
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上

ヽ
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施
に
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右変曲点
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石垣番号 klaa l16 1地 区 名 1      小松山城跡 曲輪 名 1       本丸下の段
石垣部位

古
子 石 垣 位 置 (該当石垣は円内中′さ部に在する)

咎 悪
謂

角の形状

右 |す り付け

左 1入角

石垣延長 天端 655     下端 565

石垣高さ
左 240           右 0.20

最高 240  最高点位置 左

石垣勾配
左 015            右 000

最高地点 0.15

地盤状況 平坦面

石材種別 割石

石積正法 野面積・乱積

石垣現状 ズ レ

構築年代 Ⅲ期

危 険度 C

―

とヽ こく＼く＼ぐ＼

特記事項 安定している。間詰石のヌケあり。

破損の要因と破損状況
図

格 熱。ハ廓.(理輯鞭 |こlLべ tガst4ぃ )

ど

。

な

る
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れ
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の
み
上
が
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工
よ
施
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全景写真 1
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本丸下の段

石垣位置 G亥当石垣は円内中心部に在する)

平成 6年修理。大石を用いる。古材 (幅が広い古い矢穴あり)を用いてその後積み直し。谷積あり。算木積
(高 )

略 図

ふ最無ぅ汚裁と往 oメЧ其無卜轟州Rヽ俸巧肇わたう。

ユ韓絶41色 (津
`上卜手好復砲

小松山城跡

天端 7.10          下端 830

最高 420  最高点位置 左

最高地点 0.15

打込ハギ・乱積

破損の要因と破損状況

全景写真 1
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石垣番号 km l18 1地 区名 1      小松山城跡 曲輪 名 1       本丸下の段
石垣部位 石 垣 位 置 骸 当石垣は円内中心部に在する )

角の形状

右 1出角

左|す り付け

石垣延長 天端 640     下端 770

石垣高さ
左 0.25           右 3.38

最 高 338  最高点位置 右

石垣勾配
左 000      右 012

最高地点 0.12

地盤状況 斜面

石材種別 割石

石積工法 打込ハギ。乱積

石垣現状 良好

構築年代 Ⅲ期

危 険 度 C

特記事項 間詰石のヌケあり。算木積 (低 )

破損の要因と破損状況
略 図

五尋点
題

左変曲点 右変曲点

壽
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石垣番号 lqn l19 1地 区 名 1     小松山城跡 由輪 名 1       本丸下の段
石垣部位 郭 石 垣 位 置 (該 当石垣は円内中心部に在する)

角の形状

右 |す り付け

左1出角

石垣延長 天端 3.20         下端 3.80

石垣高さ
左 145      右 012
最高 145  最高点位置 左

石垣勾配
左 010            右 000

最高地点 0.10

地盤状況 石垣

石材種別 割石

石積工法 打込ハギ・乱積

石垣現状 良好

構築年代 Ⅲ期

危 険 度 C

特記事項

破損の要因と破損状況
略 図

左変曲点
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石垣番号 h120 1地 区 名 1     小松山城跡 曲輪 名 1       本丸下の段
石垣部位 櫓台 石 垣 位 置 (該 当石垣は円内中心部に在する)

角の形状

右 1出角

左 1出角

石垣延長 天端 下端

石垣高さ
左 100      右 585
最高 5,85  最高点位置 右

石垣勾配
左 0.10           右 0,12

最高地点 0.12

地盤状況 石段

石材種別 割石

石積工法 打込ハギ・乱積

石垣現状 良好
。ズレ

構築年代 Ⅲ期

危 険 度 C =二
三iと、こくミふどヽさごぐぐ＼t― iこ

特記事項 安定している。問詰石のヌケあり。算木積 (高 )

破損の要因と破損状況
略 図

・施工法等構造上の問題など
により、ズレがみられる。

左変曲点 全景写真 1
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石垣番号 km_121 1地 区 名 1      小松山城跡 曲輪 名 1       本丸下の段
石垣部位 椿台 石 垣 位 置 (該 当石垣は円内中心部に在する)

角の形状

右 1出角

左 |す り付け

石垣延長 天端 下端 240

石垣高さ
左 005            右 1.00

最高 100  最高点位置 右

石垣勾配
左 000           右 0.15

最高地点 015

地盤状況 石垣

石材種別 割石

石積工法 打込ハギ・乱積

石垣現状 良好

構築年代 Ⅲ期

危 険 度 C

特記事項

破損の要因と破損状況
略 図

全景写真 1
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石垣番号 血 122 1地 区 名 1      小松山城跡 曲輪 名 1       本丸下の段
石垣部位 福台 石垣位置 G亥当石垣は円内中心部に在する)

角の形状

右 1出角

左 1出角

石垣延長 天端 4Ъ      下端 450

石垣高さ
左 080           右 0.16

最高 0.80  最高点位置 左

石垣勾配
左 0.08           右 0.00

最高地点 0.08

地盤状況 平坦面

石材種別 割石

石積工法 打込ハギ・乱積

石垣現状 良好

構築年代 Ⅲ期

危 険 度 C

特記事項

破損の要因と破損状況
略 図

全景写真 1 全景写真 2

274



本丸下の段

石 垣 位 置 骸 当石垣は円内中′さ部に在する)

略 図

こ的i勁 ~弄り隆

揃卜£わとる(絡颯i背
にt恥そ途れン

天端 1040       下端 12.20

左 016            右 0.80

最高 122  最高点位置 左 1.60

打込ハギ。舌L積

破損の要因と破損状況

左変曲点 右変曲点
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本丸下の段

石 垣 位 置 (該 当石垣は円内中′酎 Бに在する)

間詰石のヌケあり。

略 図

鰐 懃

天端 370          下端 3,70

左 065           右 0.56

065  最高点位置 左

打込ハギ・乱積

破損の要因と破損状況

全景写真 1
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石垣番号 m125 1地 区 名 1     小松山城跡 曲輪 名 1       本丸下の段
石垣部位 櫓台 石 垣 位 置 骸 当石垣は円内中心部に在する)

＼
＼

角の形状斑
石垣延長 天端 0.85          下端 0.85

石垣高さ
0.15            ,= 0.35

0.35  最高点位置 右

石垣勾配
左 0.00

最高地点 0.00

0.00

地盤状況

石材種別 列石状

石積工法 列石状

石垣現状 良好

構築年代 Ⅲ期

危 険度 C

特記事項

破損の要因と破損状況
略 図

紀       
“

全景写真 1
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石垣番号 km 126 1地 区 名 1     小松山城跡 曲 輪 名 1       本丸下の段

石垣部位 櫓台 石 垣 位 置 骸 当石垣は円内中心部に在する)

角の形状

右 1出角

左 1出角

石垣延長 天端 1_14 下端 1.14

石垣高さ
左 0.14           右 0.16

最高 016  最高点位置

石垣勾配
左 0,00            右 000

最高地点 0.00

地盤状況 平坦面

石材種別 割石

石積工法 テ町万巨】犬

石垣現状 良好

構築年代 Ⅲ期

危 険 度 C

特記事項 列石状となっているが下部は再普請の際に埋められる。

破損の要因と破損状況
略 図

。 10型 響 中 甲lm

全景写真 1

278



石垣番号 klaa 127 1地 区 名 1     小松山城跡      1曲 輪 名 1       本丸下の段
石垣部位 櫓台

右 1出角

石 垣 位 置 骸 当石垣は円内中心部に在する)

出角

天端

左

最高

・０・４〇一卿
一Ｍ

尉
一右

1040

014

最高点

角の形状

石垣延長

石垣高さ

石垣勾配
左 000

最高地点 0.00

平坦面

割石

列石状

良好

Ⅱ期

C

右 000

地盤状況

石材種別

石積工法

石垣現状

構築年代

危険度

特記事項 列石状となっているが下部は再普請の際に埋められる。

破損の要因と破損状況
略 図

左変曲点 右変曲点
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石垣番号 kH1 128 1地 区名 1     小松山城跡 曲 輪 名 本丸下の段

石垣部位 櫓台 石 垣 位 置 骸 当石垣は円内中心部に在する)

角の形状

右 |す り付け・地盤

左 1出角

石垣延長 天端 3.85     下端 430

石垣高さ
左 144           右 0.00

最高 144  最高点位置 左

石垣勾配
左 0.20           右 0.00

最高地点 020

地盤状況 斜面

石材種別 割石

石積工法 打込ハギ・乱積

石垣現状 ズレ・割レ

構築年代 Ⅲ期

危 険度 B

特記事項 天端石の下に間語 ζのヌケあり。

破損の要因と破損状況
略 図

・施工法等構造上の問題など
により、ズレ、 ワレがみら
れる。

左変曲点 全景写真 1
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石垣番号 血 129 1地 区 名 1     小松山城跡      1曲 輪 名 1       本丸下の段
石垣部位

任
天端 6.80

左 148

最高 1.60

左 0,30

最高地点 0.20

斜面

割石

打込ハギ・布積

ズレ

Ⅲ期

B

石 lB位置 骸 当石垣は円内中心部に在する)

下端 7.10

右 1.60

角の形状

石垣延長

石垣高さ

石垣勾配

地盤状況

石材種別

石積工法

石垣現状

構築年代

危 険 度

特記事項 全体的に積石にズレが見られる。間詰石のヌケがいくつか見られ、ヌケによって築石が前にずれ出しているもの
もある。

破損の要因と破損状況
図

PsLR鵠れc RITざ采ヽヽ卜ぬ

浄輪 ャユズレ蜘氏ヽ

施工法等構造上の問題など
により、ズレがみられる。

右変曲点左変曲点

―
―
―
Ｉ
Ｌ
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小松山城跡 本丸下の段

石 垣 位 置 6亥 当石垣は円内中心部に在する)

略 図

すり付け

天端 3,70          下端 410

左 0.00           右 113

113  最高点位置 右
000           右 0.15

最高地点 0.15

打込ハギ・乱積

破損の要因と破損状況

ど

。
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る
題
れ
問
ら
の
み
上
が
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構
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左変曲点 右変曲点
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石 垣 位 置 (該 当石垣は円内中心部に在する)

略 図

0   1   2

すり付け・132は 131につき当て

天端  10。90        下端  10。95

左 0.63       右 041

打込ハギ・舌L積

小ハラミ・ズレ・ヌケ

破損の要因と破損状況

・施工法等構造上の問題など
により、ズレ、ヌケ、ハラ
ミがみられる。

左変曲点
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石垣番号 血 132 1地 区名 1     小松山城跡 曲輪 名 1       本丸下の段
石垣部位 郭

角の形状

右 |す り付け・131につきあて

左 |す り付け

石垣延長 天端 1470 下端 1480

石垣高さ
左 0,94           右 1.80

最高 1.80  最高点位置 右

石垣勾配
左 0.12           右 0.15

最高地点

地盤状況 斜面

石材種別 割石

石積工法 打込ハギ・乱積

石垣現状 小ハラミ

構築年代 Ⅲ期

危 険 度 C

特記事項 全体に石材が小さい (30cm)。 聞詰め石と築石の区別がつきにくい。中央に鏡積。

破損の要因と破損状況
略 図

p  l  享  ゃ  t  部

・施工法等構造上の問題など
により、 /1ヽハラミがみらn
る。

左変曲点
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小松山城跡 本丸下の段

石 垣 位 置 (該 当石垣は円内中心部に在する)

野面石が混じる。

略 図

＼ ＼
は

■ヽ、、、

すり付け

天端 1500        下端 1500

最高 062  最高点位置 左

最高地点 000

打込ハギ・乱積

破損の要因と破損状況

左変曲点 右変曲点
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石垣番号 肋n134 1地 区 名 1     小松山城跡 曲輪 名 1       本丸下の段
石垣部位 その他 石 lB位置 (該 当石垣は円内中心部に在する)

角の形状

右 1石段

左 |す り付け 。土塀

石垣延長 天端 0.90         下端 1,05

石垣高さ
左 143        右 132
最高 143  最高点位置 左

石垣勾配
左 右

最高地点 0.10

地盤状況 平坦面

石材種別 割石

石積工法 打込ハギ・舌L積

石垣現状 良好・ヌケ

構築年代 Ⅲ期

危 険度 C

特記事項

破損の要因と破損状況
略 図

宅徹呻恥

・施工法等構造上の問題など
により、ヌケがみられる。

全景写真 1
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石垣番号 km 135 地 区 名 1     小松山城跡 曲 輪 名 本丸上の段

石垣部位 櫓台 石 垣 位 置 G亥 当石垣は円内中 心部に在する)

角の形状

右 |す り付け

左 |す り付け

石垣延長 天端 5.00 下端 410

石垣高さ
左 2. 0           右 030

最高 2 0  最高点位置 左

石垣勾配
左 0, 5           右 0,00

最高地点 0 5

地盤状況 平坦面

石材種別 切石・割石

石積工法 打込ハギ・乱積

石垣現状 ヌ ケ

構築年代 Ⅲ期

危 険 度 C

特記事項

破損の要因と破損状況
略 図

・施工法等構造上の問題など
により、ヌケがみられる。

全景写真 1
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石垣番号 km 136 1地 区 名 1      小松山城跡 曲輪 名 1       本丸上の段
石垣部位 櫓台 石 垣 位 置 (該当石垣は円内中心部に在する)

角の形状

右 |す り付け

左 1入角

石垣延長 天端 下端 聖 0

石垣高さ
左 0.30        右 140

最高 140  最高点位置 右

石垣勾配
左 0.00           右 0.20

最高地点 0.20

地盤‖犬況 平lH面

石材種別 割石

石積工法 打込ハギ・乱積

石垣現状 良好

構築年代 Ⅲ期

危 険度 C

特記事項 平成14年修理。

破損の要因と破損状況
図

″浄準塗糊 爾

全景写真 1
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石垣番号 血 137 1地 区名 1     小松山城跡 曲輪 名 1       本丸上の段
石垣部位 櫓台 石 垣 位 置 骸 当石垣は円内中心部に在する)

角の形状

右 |す り付け

左 1出角

石垣延長 天端 11.90    下端 9お0

石垣高さ
左 2.10           右 0.10

最高 2.10  最高点位置 左

石垣勾配
左 045           右 0.00

最高地点 045

地盤状況 平坦面

石材種別 割石

石積工法 打込ハギ・乱積

石垣現状 良好

構築年代 III期

危 険 度 C

特記事項 平成14年修理。

破損の要因と破損状況
略 図

/々T市衰含癖縛管理

左変曲点 全景写真 1
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本丸上の段

石 垣 位 置 G亥 当石垣は間内中心部に在する)

左隅角にワレが目立つ。

天端 6.65     下端 940

左 484           右 219

484  最高点位置 左

割石・野面石

打込ハギ・乱積・野面積・乱積

小ハラミ・ヌケ・ズレ・割レ

破損の要因と破損状況

ど
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な
小

。
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左変曲点 右変曲点
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石垣番号 kln 139 1地 区 名 1     小松山城跡 曲輸 名 本丸上の段

石垣部位 橿台 石 垣 位 置 (該当石垣は円内中心部に在する)

談

角の形状

下端 6.93石垣延長

石垣高さ
左 5.29      右 460
高 7.57  最高点位置 左 3.20

石垣勾配
左 0.30           右 040

点 030

地盤状況 斜面(急傾斜)

石材種別 割石

石積工法 打込ハギ・乱積

石垣現状 ズレ・割レ・ヌケ・ハラミ

構築年代 Ⅱ期

危 険 度 A

特記事項 右隅角にワレが目立つ。右隅石と脇石間に目地状の隙間。

破損の要因と破損状況
略 図

施工法等構造上の問題など
により、ズレ、ヌケ、ハラ
ミ、 ワレがみられる。

左変曲点 右変曲点
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石垣番号 kln 140 1地 区 名 1     小松山城跡 曲輪 名 1       本丸上の段

石垣部位 櫓台 石 垣 位 置 (該当石垣は円内中′鴻 [に在する)

角の形状

右 1出角

左 1入角

石垣延長 天端 下端 410

石垣高さ
左 1.35      右 529
最高 5,29  最高点位置 右

石垣勾配
左 0.20      右 040

最高地点 040

地盤状況 斜面

石材種別 割石

石積工法 打込ハギ・乱積

石垣現状 ヌケ・割 レ

構築年代 Ⅲ期

危 険 度 B

特記事項 算木積 (高 )

破損の要因と破損状況
略 図

施工法等構造上の問題など
により、ヌケ、ワレがみら
れる。

全景写真 1

292



石垣番号 kln 141 1地 区 名 1     小松山城跡 曲輪 名 1       本丸上の段
石垣部位 櫓台 石 垣 位 置 (該当石垣は冊内中心部に在する)

＼＼
逢rS、―_ヽ

角の形状

右 出角 。つみなおし

左 入角 。鈍角

石垣延長 天端 570          下端 660

石垣高さ
左 2.96            右  150

最高 296  最高点位置 左

石垣勾配
左 022           右 020

最高地点 022

地盤状況 平坦面・急斜面の犬走り上

石材種別 割石

石積工法 打込ハギ・乱積

石垣現状 良好

構築年代 Ⅲ期

危 険度 C

特記事項 前面の急斜面の崩落の危険性。コダン (犬走り)の安定化の必要あり。

破損の要因と破損状況
口各

晦臨謙蜘

全景写真 1
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石 垣 位 置 (該 当石垣は円内中′心部に在する)

日召不日15年、 日召不日32年、
り。

平成13年解体修理。前面の急斜面の崩落の危険性。コダン (犬走り)の安定化の必要あ

図

出角 。しのぎ

天端 13.10        下端 12.90

296  最高点位置 右

打込ハギ・乱積

破損の要因と破損状況

全景写真 1 全景写真 2
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石垣番号 klaa 143 1地 区 名 1     小松山城跡 由 輪 名 本丸上の段

石垣部位

天端 565          下端 570

石 垣 位 置 骸 当石垣は円内中,b部に在する)

角の形状

石垣延長

石垣高さ
左 220            右 185

高 266  最高点位置 左 105

石垣勾配
左 025      右 020
点 025

地盤状況 平坦面(犬走り上)

石材種別 割 石

石積工法 打込ハギ・舌し積

石垣現状 良好

構築年代 Ⅲ期

危 険 度 C 玉  ・` tとどI〕躍

特記事項 前面の急斜面の崩落の危険性。コダン (犬走り)の安定化¢必要あり。算木積 (低 )

破損の要因と破損状況
図

(電麟脇 、ヽ)

左変曲点 右変曲点
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石垣番号 kll1 144 1地 区 名 1     小松山城跡 曲輪 名 1       本丸上の段
石垣部位

古
子 石 垣 位 置 骸 当石垣は円内中心部に在する)

∈ ＼

幕
ラ 入 、_

角の形状

右 1出角

左 1入角

石垣延長 天端 127     下端 142

石垣高さ
左 1.40           右 2.20

最高 2.20  最高点位置 右

石垣勾配
左 020           右 015

最高地点 015

地盤状況 平坦面 。その他

石材種別 割石

石積工法 打込ハギ・乱積

石垣現状 ズ レ

構築年代 Ⅲ期

危 険 度 C

特記事項

破損の要因と破損状況
略 図
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全景写真 1
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石垣番号 km 145 1地 区 名 1     小松山城跡 曲 輪 名 1       本丸上の段
石垣部位 櫓台 石 垣 位 置 G亥 当石垣は円内中′き部に在する)

角の形状

右 1入角

左 1出角

石垣延長 天端 18.40         下端 18.50

石垣高さ
左 154      右 140
最高 2.91  最高点位置 左 7.30

石垣勾配
左 0.00           右 020

最高地点 040

地盤状況 平坦面・岩(左 )

石材種別 割石

石積工法 打込ハギ・乱積

石垣現状 ヌケ ズ レ

構築年代 Ш期

危 険 度 C

特記事項 昭和 3年、昭和32年修理。平成14年二重櫓石垣解体修理。左の岩の右側は土留の為の上積様にする。その上に一
段奥に引つ込めて積む。上の石ズレ落ちる。

破損の要因と破損状況
略

・施工法等構造上の問題など
により、ズレ、 ヌケがみら
れる。

左変曲点 右変曲点
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石 垣 位 置 (該当石垣は円内中心部に在する)

小石多い。社撰な積み方。モルタル詰め。

略 図

すり付け。土

すり付け 。土

天端 8,75     下端 840
左 0.20           右 1.20

打込ハギ・乱積

不安定な積み方

破損の要因と破損状況

・施工法等構造上の問題など
により、ズレがみられる。

左変曲点 右変曲点
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石垣番号 血 147 1地 区 名 1     小松山城跡 曲輪 名 1      本丸上の段
石垣部位 櫓台 石 垣 位 置 骸 当石垣は円内中心部に在する)

ヽ
＼

憂軽

角の形状

右 |す り付け。土

左 |す り付け。その他

石垣延長 天端 5,70     下端 545

石垣高さ
左 0.65            右 0.25

最高 0.90  最高点位置 左 2.30

石垣勾配
左 0.00            右 0.00

最高地点 0。15

地盤状況 岩

石材種別 割石

石積工法 打込ハギ。乱積

石垣現状 ズレ・ヌケ

構築年代 Ⅲ期

危 険 度 C

特記事項 露岩上に築造。

破損の要因と破損状況
略 図

・岩盤と築石面の不整合など
により、ズレ、ヌケがみら
れる。

全景写真 1 全景写真 2
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石垣番号 血 148 1地 区 名 1     小松山城跡 曲 輪 名 1       本丸上の段

石垣部位 櫓台 石 垣 位 置 G亥 当石垣は円内中心部に在する)

角の形状

右 1入角

左 1出角

石垣延長 天端 下端

石垣高さ
左 1,82           右 0.68

最高 最高点位置 左

石垣勾配
左 015            有 000

最高地点 015

地盤状況 岩

石材種別 割石

石積工法 打込ハギ・乱積

石垣現状 ズレ・ヌケ

構築年代 皿期

危 険度 A

特記事項 非常に不安定な露岩上に築造。岩と石積が馴染んでいない。

破損の要因と破損状況
略 図

翡

岩盤と築石面の不整合など
により、ズレ、ヌケがみら
れる。

全景写真 1
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石垣番号 lQn 149 1地 区 名 1      小松山城跡 曲 輪 名 1       本丸上の段
石垣部位 僣台 石 垣 位 置 偏亥当石垣は円内中心部に在する)

角の形 4犬

右 1出角

左 1入角

石垣延長 天端 165          下端 1.80

石垣高さ
左 160           右  182

最高 ■82  最高点位置 右

石垣勾配
左 0,15      右 010

最高地点 0.10

地盤状況 石

石材種別 割石

石積工法 打込ハギ・舌L積

石垣現状 ハラミ・ズ レ ヌケ

構築年代 Ⅲ期

危 険 度 A

特記事項 非常に不安定な露岩上に築造。岩と石積が馴染んでいない。

破損の要因と破損状況
略 図

・施工法等構造上の問題など
により、ヌケがみられる。

・岩盤と築石面の不整合など
により、ズレ、アヽラミがみ
られる。

全景写真 1
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石垣番号 km 150 1地 区 名 1     小松山城跡 曲輪 名 1       本丸上の段
石垣部位 櫓台 石 垣 位 置 骸 当石垣は円内中′b部に在する)

角の形状

右 1出角

左 1出角

石垣延長 天端 555         ~下 端 640

石垣高さ
左 315      右 1.50
最 高 315  最高点位置 左

石垣勾配
左 0.15           右 0,12

最高地点 0,15

地盤状況 平坦面

石材種別 割石

石積工法 打込ハギ・乱積

石垣現状 割レ
。ズレ(天端石)

構築年代 Ⅲ期

危 険 度 C

特記事項 露岩上に築造。

破損の要因と破損状況
略 図
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石垣番号 klla 151 1地 区名 1     小松山城跡 曲輪 名 1       本丸上の段
石垣部位 櫓台 石 垣 位 置 (該 当石垣は円内中心部に在する)

≦
角の形状

右 1出角

左 1出角

石垣延長 天端 8.50         下端 9.20

石垣高さ
左 右 315

最高 315  最高点位置 右

石垣勾配
左 右

最高地点 010

地盤状況 石

石材種別 割石

石積工法 打込ハギ・乱積

石垣現状 ズ レ

構築年代 Ⅲ期

危 険 度 C

特記事項 岩上に比較的小さめの石を多用するため馴染みが少ない。定期的な監視必要。問詰石のヌケあり。算木積
(高 )。 露岩上に築造。

破損の要因と破損状況
略 図

全景写真 1
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本丸上の段

安定している。間詰石のヌケあり。算木積 (高 )。 露岩上に築造。

略 図

天端 1,00     下端 1.10
左 2.10            右 2.10

最高 2.10  最高点位置 右
左 012      右 0.12

最高地点 012

打込ハギ・乱積

破損の要因と破損状況

全景写真 1
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石垣番号 kll1 153 1地 区 名 1     小松山城跡 曲輪 名 1       本丸上の段
石垣部位 櫓台 石 垣 位 置 (該 当石垣は円内中心部に在する)

'そ獲ユ写工≡
=こ

r‐
~｀

角の形状

右 |す り付け 土

左 1入角

石垣延長 天端 760         ~下 端 8.30

石垣高さ
左 040       右 1.80
最高 292  最高点位置 右 150

石垣勾配
左 000           右 0.00

最高地点 015

地盤状況 土

石材種別 割石

石積工法 打込ハギ・乱積

石垣現状 小ハラミ

構築年代 Ⅲ期

危 険 度 C

特記事項 安定している。露岩上に築造。間詰石のヌケあり。

破損の要因と破損状況
略 図

・施工法等構造上の問題など
により、 小ハラミがみられ
る。

左変曲点 右変曲点
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石垣番号 ka1 154 1地 区名 1      小松山城跡 曲輪 名 1       本丸上の段
石垣部位

古
子 石 垣 位 置 G友 当石垣は円内中心部に在する)

角の形状

右 |す り付け

左 1入角

石垣延長 天端 400     下端 400

石垣高さ
左 0.55           右 0,60

最高 060  最高点位置 右

石垣勾配
左 0.00           右 0.05

最高地点 0.05

地盤状況 斜面

石材種別 割石

石積工法 打込ハギ・乱積

石垣現状 ズ レ

構築年代 Ⅲ期

危 険 度 C

特記事項 破損軽微。

破損の要因と破損状況
図

。施工法等構造上の問題など
により、ズレがみられる。

全景写真 1 全景写真 2
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